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第66回中国・四国地区高等学校PTA連合会大会高知大会実行委員長
高知県高等学校ＰＴＡ連合会会長　　　　　　　

佐 竹 大 樹
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　みなさん、おはようございます。
　ようこそ高知へ、本大会の実行委員会、会長を務めます高知県高等学校PTA連合会会長の佐竹大樹と
申します。本日は遠いところから第66回中国・四国地区高等学校PTA連合会大会　高知大会　にご参
加いただきまして、誠にありがとうございます。また、ご多用の中ご臨席を賜りました高知県知事　濵
田 省司　様、高知市長 桑名 龍吾　様、高知県高等学校長協会長　長岡 辰治　様　厚くお礼申し上げま 
す。
　はじめに高知県の紹介をしたいと思います。緑豊かな高知県ですが森林率は全国 1 位です。県内には日
本最後の清流「四万十川」と奇跡の清流「仁淀川」を有する自然豊かな県です。また太平洋に面しており、
海、山、川の雄大な自然の中で、キャンプや釣り、マリンスポーツなど豊富なアクティビティが楽しめま 
す。
　県民性を簡単に言うと、人との交流が好きな高知県民「酒を酌み交わせば誰とでもすぐ親しくなれる」 

「とにかく心が温かくて、誰にでも親切」といった特徴があります。
　また、エネルギッシュでパワフルな『よさこい祭り』に高知県民の元気さが表れています。なかでも、
活発な女性を表す「はちきん」という土佐弁があります。高知県は特に女性が元気です。ハキハキしてい
て行動力があり、働き者で面倒見が良く、そして美人です。
　皆さんご存じの坂本龍馬、板垣退助、岩崎弥太郎、そして今日の講演の演題にもありますジョン万次郎
など多くの偉人を輩出している高知県です。2023年NHKの連続テレビ小説『らんまん』のモデル、植物
学者の牧野富太郎も高知県出身です。
　さて本日の大会は中国・四国地区の皆様が高知に集まり大会の趣旨でもあります、子ども達の教育の振
興、健全育成、PTA活動の推進や課題について協議する事を目的としています。
　現在、子育てや家事、仕事でプライベートの時間が少ない環境のなか、PTA活動に時間をさくことへ
の負担の声もあります。それでも、今も昔も変わらないことは、「子どもたちの健やかな成長を願う」と
いう大人の想いです。そしてその同じ想いを持った人と出会える場の一つがPTA活動の場です。
　時代の流れにより、PTAの在り方が問われる現在の世の中で、「家庭、学校、地域」の架け橋となるの
がPTAだと思います。無理なく、楽しく、出来る範囲で意欲的に活動し、子どもと一緒に、共に学び、
共に成長してゆける場の一つが本日の大会になれば幸いです。
　大会テーマにもありますように、「はばたけ若人よ　郷土の大空へ」～みんなぁ～が願いゆうぜよ～！、
子供たちが成長し巣立っていくまで私達、保護者や先生方、大人が見守り、手助けが必要だと思います。
　本日の大会内容は垣内先生の講演を皮切りに、県内高校生による活動発表、PTA研究協議と続きま 
す。今後のPTA活動に役立てて頂けたらと思います。
　先ほどから右手に見えていますのは、高知県イメージキャラクター『くろしおくん』です。高知県沖を
流れる黒潮の波をイメージしております。またスタッフ一同ブルーのポロシャツを身に着けております。
本日この高知大会を迎えるに当たって私達実行委員会は準備を進めてまいりました。完璧とまではいきま
せんが、一生懸命、気持ちを込めて準備を整えてきました。至らぬ点も多々あるかと思います。その点、
ご容赦いただきますようお願いいたします。
　最後になりますが、本日の大会が皆様にとって実りある大会になります様ご祈念いたしましてご挨拶に
代えさせて頂きます。どうぞよろしくお願いいたします。

開会行事

挨　拶
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一般社団法人全国高等学校PTA連合会副会長　　　　

伊 福 　 聡

　全国高等学校PTA連合会副会長の伊福聡でございます。本来であれば会長の田名部智之が共催者とし
てご挨拶を申し上げるところでしたが、後ほどの自己紹介の中で触れますが、こちらにお邪魔することが
できない状況となりました。
　田名部会長から、ご自身の自己紹介とメッセージを預かっておりますので、これを代読いたします。

　本日はお忙しい中、中国・四国地区高等学校PTA連合会「高知大会」開会式にご出席いただき、誠に
ありがとうございます。本年度より全国高等学校PTA連合会の会長に就任いたしました田名部智之と申
します。所属は東北地区の青森県、単位PTAは八戸工業大学第一高等学校の現役PTA会長です。山田前
会長の後を引き継ぎ、これから全国の会長を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたしま 
す。
　私は高知県にまだ１度も来県したことが無かったので本日は皆様とお会いして直接ご挨拶することを大
変楽しみにしておりましたが、大きく体調を崩してしまい入院中の為、会長挨拶は全国高P連「伊福」副
会長に代読していただきます。

挨　　拶
　ご参加の皆様におかれましては日頃よりPTA活動にご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
言う迄もなくPTAは学校と家庭、地域社会を繋ぐ重要な橋渡し役を担っています。
　私たちの活動が、生徒達の健全な成長を支える基盤となることを信じ、それぞれが日々努力を重ねてい
る内容を意見交換し、会員相互の交流と連携を図るのが地区大会の目的です。
　本大会が、美しい自然と温かい人々に恵まれた高知市で盛大に開催される事を嬉しく思います。この美
しい地にて四国・中国地区各校から、多くの保護者、教職員の皆様、そして地域の代表者が一堂に会し、
未来を担う若者たちのために協力し合えることを大変意義深く感じます。
　高知大会のテーマ「はばたけ若人よ　郷土の大空へ」～みんなぁ～が願いゆうぜよ～！は、郷土で育っ
た若者たちが広い世界に羽ばたき、活躍することを願う思いが感じられます。私たちPTAは、学校と家庭、
地域社会を繋ぐ重要な橋渡し役を担っています。生徒たちが自らの可能性を信じ、夢に向かって大きく羽
ばたけるような環境を整えるため尽力してまいります。
　現在、直面している教育環境は多くの課題があります。少子化による学校の統廃合、情報化社会に伴う
生徒の心身の健康問題、新型コロナウイルス感染症の影響、そして、先生方の働き方改革など、これらは
一つ一つが重要かつ緊急に対応すべき課題です。私たちはこれらの課題に単位PTAだけでは無く、市区
町村PTA、県や中国・四国地区PTAが連動し、地域全体の大きなチカラで未来を担う若者たちが健やか
に成長できる環境を築いていくことが私たちの使命であると考えています。どうか今後、我々 PTAの活
動が更なる進化を遂げ「PTA不要論」のようなネガティブな風潮が消し飛ぶような素晴らしい活動に進
化できるよう研鑽してまいりましょう。
　最後に、本大会を開催するに当たり、ご尽力いただきました、高知県高等学校PTA連合会、主催の中国・
四国地区高等学校PTA連合会、ご共催の高知県教育委員会、ご後援いただきました高知県、高知市、高
知市教育委員会、高知県高等学校長協会、日本教育公務員弘済会高知支部、ご協力いただきました全ての
皆様へお礼を申し上げますとともに、本大会が実り多いものとなり、中国・四国地区高等学校PTA連合会、
各高等学校PTAが、益々、発展されますことを心から祈念いたしまして、私のご挨拶とさせていただき
ます。
　本日は誠にありがとうございました。
　令和 6 年 7 月12日
　一般社団法人　全国高等学校PTA連合会　会長　田名部智之　代読でございます。

開会行事

挨　拶
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高知県教育長

長 岡 幹 泰

18

　第66回中国・四国地区高等学校PTA連合会大会高知大会の開催にあたりまして、一言ご挨拶を申し上
げます。
　本日は、多くの方にご参加いただき、大会が盛大に開催できますことを本当に嬉しく思います。中国・
四国の各県からお越しいただきました皆様方を心から歓迎申し上げます。また、本日ご出席の皆様方に 
は、日頃からPTA活動を通じまして、高等学校教育や特別支援教育の振興、そして、青少年の健全育成
に多大なご理解、ご協力を賜っておりますことに深く感謝を申し上げます。
　さて、現代社会は急速に変化しており、特に、デジタル技術の進展については加速度を増しております。

「生成AI」という言葉もこの 1 年ほどの間に「当たり前」のようになり、生活や仕事、様々な場面で実際
に使われるようになった印象を受けます。
　子ども達が活躍する社会は、この「当たり前」も、「最先端」も、数年、数ヶ月で時代遅れになる、陳
腐化してしまう、全く先行き不透明な時代になってくると言われております。そして、そのような社会を
生きる人には、ものの本質を見極めることや新しい価値を創造することが求められます。
　そして、そのための学びが、すでに高等学校、あるいは小中学校においても始まっています。私が学生
の頃は、例えば、歴史的出来事とその年号、いわゆる知識を問われ、「ひとつやろうや明治維新」（1868年）
あるいは、「藩とはいわない廃藩置県」（1871年）と暗記したことを覚えています。
　しかし、現代、令和 4 年に始まりました高等学校の歴史総合では、日本はどのようにして国民が政治に
参加するようになったのか、あるいは、地理総合では、イギリスはなぜEUから離脱したのか、なぜやど
のようにしてという、あなたの考え、思考が問われます。
　思考力とは、自分がより良く変わる力であり、社会をより良くしていく力です。一歩立ち止まって自分
の頭で考える、思考する大人になるために、生徒の皆さんは、日々考え頭に汗をかいています。その努力、
頑張りに改めて敬意を表します。
　そして、悩みながら挫折も経験しながら、それでも前を向いて歩む子ども達を支え応援する親や保護者
の存在が重要であることは、時代がどのように流れても変わらぬ真理であり不易のものと思います。子ど
も達の成長をより確かな充実したものとしていくために、彼らの学びを保障する学校と彼らの基盤である
親や保護者が、PTAとして力を合わせ、何を行うのがより良いかを考えることは非常に大切な価値ある
ことであると考えます。本大会を通じて皆様と一緒に協議を深め、思考していければ嬉しく思います。
　結びに、本大会の開催に大変なご尽力をいただきました実行委員の皆様に改めて敬意を表しますととも
に、心よりの感謝を申し上げます。ご参会の皆様方の今後ますますのご健勝と中国・四国地区高等学校
PTA連合会のますますの発展を祈念いたしまして挨拶とさせていただきます。

開会行事

挨　拶
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高知県知事

濵 田 省 司

　第66回中国・四国地区高等学校PTA連合会大会高知大会が盛大に開催されますことを心よりお喜びを
申し上げます。また、本日は中国・四国地区から多くの皆さんに、当地、高知にお越しいただきまして本
当にありがとうございます。開催地高知県を代表いたしまして心より歓迎を申し上げます。
　この大会は、県内外から約1, 000名ものPTA関係者の皆様にお集りいただき、高等学校や特別支援学校
教育の振興、青少年の健全育成、さらにはPTA活動の推進などについて協議がされるものとお伺いして
います。
　本県の高校生からは、地域と連携をして取り組んでいる、例えば、南海トラフ地震対策、ジビエ商品の
開発、あるいは、ハウス園芸農業のデジタル化などの、それぞれの学校の特色ある学びについての発表が
行われます。PTAの皆様方には、こうした高校生による主体的な学びを日頃から様々な形で支えていた
だいています。心より感謝を申し上げます。
　さて、昨年 1 年間に、我が高知県で生まれた赤ちゃんの出生数は3, 380人。過去最低になりました。私
は還暦を少し超えたところですけれども、60年前には高知県内で 1 万2, 000人を超える出生があったとい
うことを考えますと、この60年で出生数が約 4 分の 1 くらいに減っているということですし、日本全体も
少子化が続いています。この少子化、人口減少の問題は、高知県に限らず全国各地で問題となっている大
きな課題であります。
　こうした状況から、本県でも、特に中山間地域において、児童生徒数の減少が顕著であります。学校の
小規模化が進む中で、県内の高等学校においては、例えば、ICTやデジタル技術を活用して地域間格差を
解消するための、遠隔授業といった支援や地元の地域などと連携協働した各学校の魅力化に取り組んでい
るところです。
　これからの社会は、デジタル化、脱炭素化といった技術の進歩、さらには、価値観の多様化などにより、
大変変化が激しく先行きの見通しが難しい、そういった時代に益々なっていくのではないかと考えます。
　こうした中で、子ども達が、それぞれの未来に向かって、それぞれの力を伸ばし成長していく、そして、
未来を切り拓いていくためには、学校はもちろんですけれども、学校の先生方のみならず、皆様方、保護
者の皆様をはじめとした地域の皆様方も含めました多くの方々の、周りの方々の支えが大変重要だと考え
ています。
　PTAの皆様方には、引き続き、ご支援ご協力をお願いいたしますとともに、こうした教育課題について、
本大会におきまして、活発な意見交換、情報交換が行われますことを心よりご期待を申し上げます。
　せっかくの機会でございますので、高知県のPRを少しさせていただきます。先ほど、大会長からもお
話しがございましたけれども、高知県出身の植物学者、牧野富太郎博士をモデルといたしましたNHKの
朝ドラ「らんまん」が、昨年春から半年間の放送がございました。この追い風もありまして、本県にはた
くさんの観光客の皆様においでいただいております。
　今年の 4 月からは、「どっぷり高知旅キャンペーン」も開始いたしました。これは、「極上の田舎、高 
知」というコンセプトを掲げ、高知の食、自然、歴史のみならず、文化なども含め、地域の方々との交流
など、高知の魅力を深く、じっくり、たっぷり味わっていただきたい、そんなキャンペーンも行わせてい
ただきます。
　さらに、来年春には、アニメの「アンパンマン」の作者で高知県出身のやなせたかし先生の生涯をモデ
ルといたしました朝ドラ「あんぱん」が、来年春から半年間、放映をされる予定になっています。
　皆様方、せっかく中四国の各県から高知にお越しでございますので、この機会にお時間の許す限り、高
知の自然、文化、歴史、食を存分にお楽しみいただければありがたいと存じます。
　結びになりますけれども、本大会が、皆様方の率直な意見交換、情報交換の中で有意義なものとなりま
すことを心より念願をいたしますとともに、皆様のご活躍、ご健勝を心から祈念申し上げまして、私から
のお祝いのご挨拶とさせていただきます。
　本日はまことにおめでとうございます。

開会行事

祝辞
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高知市長

桑 名 龍 吾

　本日、中国・四国各県から多数の皆様方をお迎えし、第66回中国・四国地区高等学校PTA連合会大会

高知大会が開催されますことを心よりおよろこび申し上げます。開催地高知市を代表いたしまして心から

歓迎を申し上げます。

　ご参会の皆様方には、平素から各県のPTA活動の推進役として、高等学校教育の振興と高校生の健全

な成長のためにご尽力をいただいており、深く敬意を表する次第でございます。

　現代社会は、デジタル技術の進展や自然災害に対する懸念、国際情勢の不安定化、出生率の低下など、

急激な変化への対応が求められております。本市におきましても、人口の自然減が2005年以降継続してお

り、少子高齢化と人口減少が深刻化しております。これからの人口減少期におきましては、地域経済を支

える人材の育成と確保は、どの自治体においても重要課題であり、社会全体で子ども達を育む新たな枠組

みが求められております。

　そうした中でPTAは、学校・家庭・地域をつなぐ架け橋ともいえる存在であり、地域社会との連携を

通じて、子ども達の可能性を広げるための大切な役割を担っていただいております。

　高知県は、坂本龍馬やジョン万次郎をはじめ、いちはやく広い世界に目を向け、新しい時代を切り拓い

た志の高い偉人を多く輩出しております。「はばたけ若人よ　郷土の大空へ」のテーマのもと、この高知

で活発な協議がなされ、本大会が実り多いものになりますことを期待しております。

　結びに、本大会での数々の成果が、中国・四国各地における高校生の健全育成と今後のPTA活動の大

きなはずみにつながりますことを祈念し、皆様方の益々のご活躍をお祈り申し上げ、歓迎の言葉といたし

ます。

　本日はまことにおめでとうございました。

開会行事

祝辞


